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『適切な末梢血幹細胞採取法の確立及びその効率的な普及による非血縁者間末 

梢血幹細胞移植の適切な提供体制構築と、それに伴う移植成績向上に資する研究』 

 

分担課題名：ドナー安全情報管理の一元化 

 

研究分担者 矢部普正 

東海大学・医学部先端医療科学・教授 

 

研究要旨  

全身麻酔下での骨髄採取におけるドナーの安全性向上には、骨髄採取手技の熟練が必須であるため、

高品質シリコンによる臀部と二層構造による腸骨翼を主体とする骨髄採取シミュレーターを開発し、そ

の有用性を検証した。 

 

Ａ. 研究目的 

非血縁ドナーからの造血幹細胞採種の方法として

は、G-CSF投与による末梢血幹細胞採取と全身麻酔

下での骨髄採取があるが、小児科領域では外来での

G-CSF投与後、夜間に有害事象が生じた場合の対応

ができないことから、多くの施設が骨髄採取を施行

している。我々は、骨髄採取の安全性向上のために

は採取手技の熟練が必須であることから、骨髄採取

シミュレーターを作成し、その有用性を検証した。 

 

Ｂ. 研究方法 

穿刺部の皮膚、皮下軟部組織の感触をなるべく自

然にするために高品質のシリコンで腰部の整形を行

い、後腸骨稜をブラインドで触診できるようにし

た。穿刺後に適切な部位へ穿刺できたか確認できる

よう、また長期使用後に交換可能なように、腸骨翼

のパーツは着脱式とした。腸骨翼は本来の形状を忠

実に再現し、骨皮質部分と骨髄腔部分の素材を厳選

して、穿刺針が骨皮質を通過し骨髄腔に達した手応

えをリアルに再現した。仙腸関節を超えた誤穿刺を

行った場合には仙骨表面に装着したセンサーによ

り、アラーム等で警告を発するようにした。以上の

シミュレーター開発には(株)京都科学の協力を得

た。本シミュレーターを用い、小児科医、血液内科

医、看護師、移植コーディネーター、理学療法士を

対象とした15名の講習会を開催し、その評価につい

てアンケート調査を行った。 

＜倫理面への配慮＞ 

ヒトを対象としない教育用医療機器の開発である

が、造血幹細胞移植医療体制整備事業とも関連して

おり、公共的な応用を前提として開発協力企業の利

潤追求にならないように同意を結んだ。 

 

Ｃ. 研究結果 

後腸骨稜を触診で確認しながら、実際に骨髄採取

に用いる穿刺針での穿刺手技を行い、後腸骨稜の感

触、穿刺針が骨皮質から骨髄腔へ貫通する際の感触

などを確認した。骨髄採取の熟練医師による評価は

穿刺時の感触を含めて高評価であり、骨髄採取未経

験のスタッフでも短期間に適切な採取手技を習得す

ることが出来、極めて有用と考えられた。 
図 シミュレーターの外観と内部 

 

Ｄ. 考察 

本シミュレーターを用いて修練を重ねることによ

り、実際の患者を対象とせずに骨髄採取手技を熟達

させることが可能であり、骨髄採取の安全性向上に

大きく貢献することが期待出来る。今後は造血細胞

移植推進拠点病院を中心に、本シミュレーターを用

いた骨髄採取講習会を開催し、あるいは希望施設へ
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貸し出すなりをして、骨髄採取技術の均てん化が可

能となる。 

 

Ｅ. 結論 

骨髄採取シミュレーターは骨髄採取手技の習得、

熟達に有用であり、骨髄採取の安全性向上に寄与す

る。 
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